
資料４ 

現任実習意向確認アンケート 
 

１．現任実習の概要 

  令和 3年度より、通訳・介助者として登録後、一度も活動しなかった者及び最後に活動した

日の翌日から３年間、活動実績のない者は、現任研修とは別に現任実習の受講が必要。 

 

 

２．意向確認調査（アンケート） 

  （１）調査対象（現任実習の対象） 

平成 30年度～令和 2年度の間に一度も活動実績のない者 

   

  （２）調査対象者数（現任研修ごとの内訳） 

現任研修 人数 

令和 3年対象 95人 

令和 4年以降対象 21人 

合計 116人 

  

 

３．アンケート結果（現任実習の受講希望） 

令和 3年現任研修対象 
現任実習受講希望 

計 希望有 希望無 未回答 

活
動
に
関
す
る
意
向 

すぐに活動したい 1 1 0 0 

（今は活動できないが）

活動したい 
34 31 2 1 

活動予定なし 22 0 0 22 

未回答 36   36 

宛先不明 2   2 

合計 95 32 2 61 

 

令和 4年以降現任研修対象 
現任実習受講希望 

計 希望有 希望無 未回答 

活
動
に
関
す
る
意
向 

すぐに活動したい 2 1 0 1 

（今は活動できないが）

活動したい 
6 6 0 0 

活動予定なし 5   5 

未回答 8   8 

合計 21 7 0 14 



４．今後の予定 

  令和３年度の現任実習は、定員を 10人として受講者を募集し、先着順で決定する。 

  なお、令和３年度に受講できなかった者については、令和 4 年度に随時募集を行い、実習を

実施する。 

事前の意向確認アンケートで「すぐに活動したい」または「（今は活動できないが）活動したい」

との意向があり、現任実習の受講を希望している者については、令和 4 年度中に全員が受講

できるよう実習を実施する予定。 

 

  （令和 3年度現任実習実施スケジュール） 

  令和 4年２月 募集案内送付、受講者の決定 

         ３月 現任実習実施 

 

 

  


